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四国生産性本部 

 
 

機関誌「創造の架け橋」お役立ち講座 生産性白書解説編のご紹介 
 

四国生産性本部では、日本生産性本部の協力を得て、機関誌「創造の架け橋」に生産性
白書の内容を紹介するコーナーを３回にわたり掲載しました。掲載内容は当本部ホームペ
ージでも公開いたします。ぜひ、ご一読いただき、生産性向上にお役立ていただければ幸
いです。 

 
機関誌掲載号：２０２１年７月号、９月号、１１月号 
 

 
【第１回掲載 冒頭文抜粋】 

「生産性白書」は、2020 年 3 月に生産性運動 65 周年の節目を迎えるに当たり、生産性
運動の再起動を図るとともに、政労使における生産性に関わる議論のベースとなるものを
作成したいという趣旨で取りまとめたものです。いわば、第二の生産性運動の道標となる
ようなものにしようという想いが込められております。 

本白書の刊行に当たっては、日本生産性本部が設置する生産性常任委員会において 2 年
近く議論を重ね、2020 年 9 月の生産性運動 65 周年記念式典で発表しました。本誌では、
3 回の連載で本白書の内容と、取りまとめにご助力いただいた生産性常任委員会委員の
方々によるコラムをご紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

［生産性白書］解説編 第１回 
 

経済社会のパラダイムシフト 生産性運動の新展開 
〜コロナ危機を超えて〜 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本白書のねらいと提言を中心に、また、ポストコロナに向けた生産性改革の
方向についても議論の一部を概説します。 







［生産性白書］解説編 第２回 
 

デジタル化と連動 
中小企業の現状、注視を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

生産性白書小委員会委員で、学習院大学教授の滝澤美帆氏が、生産性白書第
2 部第 2 章の「人材投資と生産性」に関して解説します。企業レベルデータ
を用いた分析として、ICT の導入や活用に伴い、社内研修を実施している企
業の生産性は実施していない企業よりも高く、ICT の活用とともに ICT 専
門人材の採用を行っている企業も、そうではない企業よりも生産性が高いこ
とを示し、デジタル化へ向けた人材投資の重要性を指摘しています。 







［生産性白書］解説編 第３回 
 

デジタル経済の進展と生産性 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生産性白書小委員会委員で、一橋大学大学院准教授の宮川大介氏が生産性
白書第 2 部第 1 章「デジタル経済の進展と生産性」について解説します。
新型コロナウイルスの感染拡大後、日本企業の最大の課題と指摘されてい 
るデジタルトランスフォーメーション（DX）への道筋を示すとともに、
デジタル経済の進展と生産性の向上の実現へ向けて、情報通信（ICT）投
資と、それを生かす内部体制の整備などの補完的な取り組みが重要になり
ます。 






